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保険料率引き上げ必至 

 雇調金は、雇用を守るセーフティーネットとる雇用保険の事業で、企業
が労働者を休ませた場合に休業手当分を支給する。コロナ下での雇用維
持のため、支給の上限を日額約8300一円から最大１万5000円に引き上

げるなどの特例措置を設けている。特例措置は延長を続け、政府は８月、
11月末まで延長する方針を発表した。 

 雇用保険には、保険料を①労働者と企業が折半して負担し、失業手当
に充てる 「失業等給付」②企業だけ 

が負担する、職業訓練や失業予防など「二事業」・・の二つの事業がある。
2019年度末の積立金残高は①４兆5000億円、②１兆5000億円で、雇調
金は②から支払われる。 

 政府は当初、コロナ下の特例措置を二時的な対応」と想定していたが、
感染拡大が収まらないため縮小できず、支給総額は４兆３００Ｏ億円に達
した。②の積立金だけでは足りなくなり、①の積立金から１兆7000億円を

借り、一般会計（税金）から１兆１００Ｏ億円を穴埋めした。①の積立金は
本来、失業手当の支払いに備えるためのものだが、→資金が枯渇したた

め、リーマンーショック以来の対応となった」 （厚生労働省担当課）という。
雇 
調金は今年度、１兆2000億円の支給を見込んでいたものの、９月３日時
点で既に１兆1000億円を超えた。１ヵ月当たりで20 
00億円超を支払っているため、本来の財源は９月で底を突く可能性があ

る。そこで厚労省は当面ヽ今年度分の①の予算を雇調金の財源に充てる
ことを模索。そこしかないとりかいをもとめる。20210908毎日新聞朝刊 

コロナ危機の雇用対策を雇用保険の制度の中だけで収めようと
いうのはなんともおかしい議論。今は災害危機真っただ中なのに 


